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用語の定義 

 

 

用語の定義 

 

本計画で使用する用語は、「都市再生安全確保計画 作成の手引き」（内閣府、国

土交通省）に準拠する。 

 

分類 用  語 定  義 

行動 

避難 大規模災害時に、身に迫った危険を避けるため、安

全な場所に移動すること 

退避 大規模災害時に、安全が確認されるまでの間、一時

的に安全な場所に移動すること 

ひと 

滞在者 地域内に就業、通学の目的で滞在する者 

従業者 滞在者のうち、就業を目的とした者 

通学者 滞在者のうち、就学を目的とした者 

居住者 その地域で居住している者 

来訪者 地域内にいる滞在者、居住者以外の者 

帰宅困難者 自宅までの距離が遠く、徒歩による帰宅が困難な人

施設 

避難場所 

(広域避難場所) 

大震災時に発生する延焼火災やその他の危険から、

避難者の生命を保護するために、必要な面積を有す

る大規模公園、緑地、耐火建築物地域等のオープン

スペースをいい、東京都が指定している場所 

退避施設 

（一時滞在施設） 

帰宅困難者を数日間受け入れるための施設 

一時退避場所 大規模災害時に、施設の安全性が確認され当該施設

に戻るまでの間、施設の滞在者が一時的に退避する

ための場所 

 

【補足１】居住者および滞在者、来訪者の考え方 
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１．都市再生安全確保計画について 

1 

１． 都市再生安全確保計画について 

（１） 背景 

東日本大震災では大都市のターミナル駅周辺において、多くの滞留者や徒歩帰宅者

が発生し大きな混乱が生じた。また、首都直下地震等の大規模な地震が発生した場合

において、建築物の損壊や交通機関のマヒなどにより、甚大な人的、物的被害が想定

される。 

大崎駅はＪＲ、東京臨海高速鉄道りんかい線が、五反田駅ではＪＲ、東急池上線、

都営地下鉄浅草線が乗り入れるターミナル駅となっており、首都直下地震のような大

規模な災害に見舞われた場合には、駅周辺で多数の帰宅困難者の発生が予想される。 

「品川区地域防災計画（平成24年度修正）」では、首都直下地震（東京湾北部地震

Ｍ7.3）により、品川区において480,501人の滞留者、179,084人の帰宅困難者が発生

すると想定し、帰宅困難者対策として「行政機関だけではなく事業者、学校、地域な

ど社会全体で連携し取り組みを進めることにより、駅周辺をはじめとした混乱の防止

や帰宅困難者の安全な帰宅を実現する。」こととしている。さらに、品川区では、平

成26年4月1日に「品川区災害対策基本条例」を制定し、地域防災計画に基づく災害予

防、災害時の応急対策、復旧時に係る区の責務および区民、事業所の努めと役割を明

確にした。 

一方、国では人口や都市機能が集積する地域において、大規模な地震が発生した場

合における滞在者等の安全確保を図るため「都市再生安全確保計画」の作成を推進し

ている。 

大崎・五反田駅周辺の地域は、「大崎駅周辺地域都市再生緊急整備地域」に指定さ

れており、平成24年の都市再生特別措置法改正により、都市再生安全確保計画の作成

が求められている。このため、大規模な地震等が発生した場合における都市再生緊急

整備地域内の滞在者等の安全の確保を図るために、ハード・ソフト両面から幅広い防

災対策を盛り込んだ都市再生安全確保計画を作成する。 

 

（２） 意義 

大崎駅周辺地域は、多くの商業施設や集客施設、事業所が集積していることから、

本計画を策定し運用することで、大規模災害発生時の人的、物的被害や避難等に伴う

混乱を最小限に抑え、地域の安全確保と早期回復を可能にする。 
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イ 大崎駅周辺地域の滞留者数および帰宅困難者数 

図表13のフローに基づき大崎駅周辺地域の滞留者数および帰宅困難者数を推

計した結果は、以下のとおりである。 

 

 a. 大崎駅周辺地域の滞留者数および帰宅困難者数 

大崎駅周辺地域全体の滞留者数は約77,098人（大崎駅側：41,808人、五反

田駅側：35,290人）、帰宅困難者数は約43,219人（大崎駅側：23,798人、五

反田駅側：19,430人）と推計される。 

 

図表 14 大崎駅周辺地域における滞留者数および帰宅困難者数 

 

屋内滞留者 

（業務） 

避難者 

屋外滞留者 

滞留場所 

不明人口 

待機人口

避難者 

東京都市 

圏外来訪者
鉄道利用者 

将来開発

集客数 

（広域）

将来開発 

集客数 

（近隣） 

合計 

滞留者 24,315 16,089 5,824 8,485 22,385 ― ― 77,098

帰宅困難者 ― 16,089 ― 8,485 18,645 ― ― 43,219
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 b. 町丁目別滞留者数および帰宅困難者数 

町丁目別の滞留者数および帰宅困難者数は、以下のとおりである。なお、

鉄道利用者について、大崎駅側は大崎１丁目から３丁目に加算し、五反田駅

側は東五反田１丁目、東五反田５丁目、西五反田１丁目、西五反田２丁目に

加算した。 

 

図表 15 町丁目別滞留者数および帰宅困難者数（大崎駅側） 

 
屋内滞留者 
（業務） 
避難者 

屋外滞留者 
滞留場所 
不明人口 

待機人口

避難者 

東京都市

圏外 
来訪者 

鉄道利用者 
将来開発

集客数 
（広域）

将来開発 
集客数 
（近隣） 

合計※

大崎１ 
5,681 1,678  152 3,433 8,935   19,879 

― 1,678 ― 3,433 7,525   12,636

大崎２ 
2,529 356  497 729 4,649   8,760 

― 356 ― 729 4,137   5,222

大崎３ 
477 199  601 406 458   2,141 

― 199 ― 406 147   752

大崎４ 
354 579  429 1,185   2,546 

― 579 ― 1,185   1,764

大崎５ 
615 230  154 471   1,471 

― 230 ― 471   701

広町１ 
401 100  4 205   710 

― 100 ― 205   305

西品川２ 
108 84 1,009 172   1,373

― 84 ― 172   256

西品川３ 
94 106  579 216   995 

― 106 ― 216   322

北品川４ 
584 115  101 234   1,034 

― 115 ― 234   349

北品川５ 
950 442  300 903   2,596 

― 442 ― 903   1,345

北品川６ 
120 44  47 91   303 

― 44 ― 91   135

合計 
11,912 8,047 3,874 3,933 14,042   41,808

― 8,047 ― 3,933 11,809   23,789

※合計欄の上段は滞留者数（屋内滞留者～将来開発集客数（近隣）までの合計）、下段は帰宅困難者数（滞留

者数から、屋内滞留者、待機人口避難者、将来開発集客数（近隣）を除く） 

※すべての町丁目において、大崎駅の鉄道乗車人員の伸び率を考慮している。 
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図表 16 町丁目別滞留者数および帰宅困難者数（五反田駅側） 

 
屋内滞留者 
（業務） 
避難者 

屋外滞留者 
滞留場所 
不明人口 

待機人口

避難者 

東京都市

圏外 
来訪者 

鉄道利用者 
将来開発

集客数 
（広域）

将来開発 
集客数 
（近隣） 

合計※

東五反田１ 
1,305 497  278 856 3,905   6,841 

― 497 ― 856 3,330   4,683

東五反田２ 
2,573 612  293 1,251   4,729 

― 612 ― 1,251   1,863

東五反田３ 
363 240  222 414   1,239 

― 240 ― 414   654

東五反田４ 
103 103  224 178   608 

― 103 ― 178   281

東五反田５ 
850 337  162 581 82   2,012 

― 337 ― 581 59   977

西五反田１ 
1,152 420  83 724 4,274   6,653 

― 420 ― 724 3,388   4,532

西五反田２ 
2,489 894  104 1,541 82   5,110 

― 894 ― 1,541 59   2,494

西五反田３ 
848 349  271 601   2,069 

― 349 ― 601   950

西五反田７ 
1,921 639  55 1,102   3,717 

― 639 ― 1,102   1,741

西五反田８ 
799 461  258 794   2,312 

― 461 ― 794   1,255

合計 
12,403 4,552 1,950 8,042 8,343   35,290

― 4,552 ― 8,042 6,836   19,430

※合計欄の上段は滞留者数（屋内滞留者～将来開発集客数（近隣）までの合計）、下段は帰宅困難者数（滞留

者数から、屋内滞留者、待機人口避難者、将来開発集客数（近隣）を除く） 

※東五反田２丁目のみ、大崎駅の鉄道乗車人員の伸び率を考慮している。 
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⇒滞留者数および帰宅困難者数が多い町丁目は、大崎駅に隣接する大崎１、２丁目、

五反田駅に隣接する東五反田１丁目、西五反田１丁目となり、駅周辺での対策が

重要となる。  


